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策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

株式会社東横イン

従業員数

使用床面積

計 画 を
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提出者

代表執行役社長　黒田麻衣子

東京都大田区新蒲田１丁目7番4号

144-0054
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事業所数

温室効果ガス排出
量

（二酸化炭素
　換算排出量）

台

1521.7

その他

エネルギー起源CO2 メタン

t-CO2

年 31

環境保全行動

　　無）
備
考

環境マネジメントシステムの

別添のとおり

月

　　有（認証名

計画書
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１　基本的な方針

事業活動に伴う二酸
化炭素排出量の削減

ビジネスホテルのエネルギー消費量は宿泊されるお客様の人数及び使用方法に左右されることが多いが、
特に運用ソフト面に重点を置き維持管理に努める。又、ハード面に於いても高効率機器の導入を随時行い、エネ
ルギー消費量の削減に努める。
ホテル営業の為、エネルギー消費量は稼働率により大きく変動する為、消費量/稼働室数×1000（数値が小さく
なる為）とする原単位を基準数値とする。
前期計画より削減率が大きく今後の削減については非常に困難が予想される為、３年間で１％の目標とした。
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